
　現在は郷土館となっている釧路
集治監事務所の建物は、明治19
年12月に建築され今年の12月
で満130年を迎えます。地震に
耐え、火災の被害を受けずに現存
しているというのは大変なことで
す。後世の人たちに受け渡したい
道東の宝です。（坪）

大川のほとり
−郷土館だより（第71号）−

☎487-2332
開館時間

午前9時30分〜午後4時30分

期　　間　９月28日㈬～10月28日㈮
場　　所　郷土館
時　　間　午前９時30分～午後４時30分　　※見学無料

　釧路芸術館では展覧会の中で釧路管内市町村のコレ
クション展を実施しています。今年度は、郷土館所蔵
資料を中心とした本町のコレクション展が開催されま
す。
　オープニングセレモニーが行われる初日には、釧路
集治監に関するイベント記念特別フォーラムが開催さ
れます。この機会に我が町のお宝をあらためて見学し
てはいかがでしょうか。ぜひ、釧路芸術館に足をお運
びください。 釧路芸術館

北海道立釧路芸術館 展覧会

〈我が町のお宝〉展 ～標茶町から～

期　　間　９月10日㈯～10月２日㈰
場　　所　北海道立釧路芸術館　フリーアートルーム
時　　間　午前９時30分～午後５時（月曜日は休館）
　　　　　※見学無料
　　　　　※�９月10日・17日は、釧路芸術館内で本展示に関わるイベントが開催されます。

詳しくは釧路芸術館（☎0154-23-2381）まで問い合わせください。

樺戸集治監本庁舎 正門

　明治時代に囚人たちが収監されてい
た集治監は、本町にあった釧路集治監
のほか、全道４カ所に置かれていまし
た。中でも札幌に近い月形町に設置さ
れた樺

かばと

戸集治監は、北海道最初の集治
監であるとともに、道内集治監の本部と
して機能していました。
　現在、月形町には集治監に関わる資
料のみを展示する月形樺戸博物館があり、そこには当時の囚人が製作
したさまざまな小物が展示されています。
　郷土館ではその一部をお借りし、樺戸集治監と釧路集治監に関わる
資料を展示します。貴重な資料が一堂に会す、この企画展示へどうぞ
ご来場ください。

平成28年度 標茶町郷土館企画展

囚人の匠が残した逸品展
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　郷土館には多くの生き物のはく製が保管されています。その中
でもオジロワシは国の天然記念物で、写真のオジロワシは40年以
上前にはく製にされたものです。このオジロワシは幼鳥で、尾と
胸から上の部分が白ではありませんが、年を取るにつれてだんだ
ん白くなっていきます。
　オジロワシはアイヌ語名で「オンネウ」です。オンネウという
のは「老大なもの」という意味です。このはく製は郷土館の２階
展示室に展示されています。

　郷土館に職業体験のために来ていた野田さんに、
郷土館で最も印象に残った資料を紹介してもらいま
した。

北海道標茶高等学校　野田　竜成

「郷土館に展示されているはく製オンネウ」

職場体験から
　　こんにちは！

オジロワシの幼鳥のはく製
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　“屋根のない博物館”とも呼ばれ、豊かな自然環境とさまざまな動植物が生息する本町。しかし、
かつて本町で目撃情報が記録されながら、現在は絶滅してしまった動物も数多くいます。本町で絶滅
した可能性の高い種を、証言とともにご紹介します。

標茶から消えてしまった生き物たち

「オオイチモンジ」大一文字：北海道全域・本州甲信越から中部地方の高山にのみ分布。本町で
は昭和50年以降、徐々に姿を消したと考えられます

　オオイチモンジは、タテハチョウの仲間に属する大型のチョウです。羽
の表側は黒地をベースとして連続した白点があり、後ろの２枚の羽の外側
にはだいだい色と暗水色の斑点が並ぶという独特の文様を持ち、羽の裏側
は一転してだいだい色と水色の斑点を主体とした美しい文様となっていま
す。この羽の美しさから人気の高いチョウですが、個体数が減少しており
環境省のレッドリストでは、絶滅危惧種Ⅱ類に指定されています。
　本町でも50年前までは普通に見られるチョウでしたが、その後、数が
減少しました。その一因としてはオオイチモンジの幼虫の餌となるドロノ
キが、伐採などにより減少したことなどが考えられています。本町の昆虫
研究者 飯島一雄氏はオオイチモンジの危機を知り、絶滅から救うためド
ロノキの植樹を行うなど種の保全に努めましたが、近年町内からの発見情
報は得られず、残念ながら本町では絶滅してしまった可能性があります。
しかし、平成12年に中標津町でオオイチモンジが確認されていることな
どから、飯島氏は「かなり減少したが、町内にはまだ自然が結構残ってい
るので、まだどこかにオオイチモンジがいるかもしれない」と再発見への
期待も述べています。
　郷土館には、五十石と雷別で40～60年前に採取されたオオイチモンジ
の標本が展示されています。オオイチモンジが町内に確かにいたことを証
明する大切な資料です。

五十石で採取されたオオイチモンジ
標本（上が羽の表側・下は羽の裏側）


